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「一切を前もって」
（マルコ13:14-23）

挽地茂男
2019.5.26 日本基督教団千歳丘教会

今わたしたちはマルコによる福

音書１３章の主イエスが語る「黙

示的説教」(「終末的説教」)を読

んでいます。１３章が告げる世の

終わりは、１４章以降の主イエス

の生涯の終わりと重なって、受難

物 語 の 背 景

を 形 作 っ て

い ま す 。 そ

し て 世 の 終

わ り 、 つ ま

り 終 末 論 を

学 ぶ と き に

は 、 そ こ に

人の一生(わ

たしたちの人生)の終わりを意識

的に重ねて考えて見るべきだと思

います。それとの関連で、夏にお

迎えする樋野興夫先生の働きに触

れてきました。先生の本や映画に

紹介されている方々の生き方は、

がんの宣告によって、自分の人生

の終わりを強く意識すると共に、

今を精一杯に生きる生き方へと向

かって行きます。先生の書かれ『末

期がん、その不安と怖れがなくな

る日』という本の帯にはこう書か

れています。「死と直面したとき、

人はもう一度、生き始める。」ふ

つう人は、自分の死、つまり自分

の人生の終りをあまり意識せずに

生きています。しかし一度(ひと

たび)終り有る人生を意識すると

き、人にはもう一度新たに生き始

める機会が訪れるのです。

樋野先生は、がんの患者さんや

患者さんの家族がよりよく生きる

ために「がん哲学」を提唱してお

られます。「がん」と「哲学」が

どのように繋がるのか、不思議な

言葉の組み合わせですが、現実の

成果としては、日本全国約１５０

箇所に「がん哲学カフェ」「がん

メディカル・カフェ」とよばれる、

がんの患者さん、患者さんの家族、

医療関係者、まったくがんとは無

縁の方も含めて、がんと共に生き

ることを語り合う交わりができて

います。映画はその交わりをドキ

ュメンタリーで報告したもので

す。その場面展開の要所要所に、

樋野先生の語った、がん患者さん

たちや家族を慰め励ました言葉

が、織り込まれます。

映画の中で樋野先生は「『がん
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哲学って何ですか』ってよく訊か

れるけど、言っている本人もよく

分からない。分からないからやっ

ている、というところもある。み

なさんがこのような交わりを続け

ながら、『がん哲学』とはなにか

を私に教えてくれるようになれば

よいと思っている」と言っておら

れます。〔先生は他の所では「が

ん哲学」とはこういうものだと説

明しておられるので、先生のこの

発言の意味は「がん哲学」には、

これからまだまだ拓かれ展開して

いく未知の部分があるのだ、とい

うことだと思います。〕また樋野

先生は、「がんは人に生きること

を考えさせる病気だ」と言います。

自分の人生を見つめて考えさせる

こと、そして共に考えることが「哲

学する」という営みだ、というこ

とだと思います。

哲学という言葉はもともとギリ

シア語ではフィロソフィア、フィ

レオー(愛する)という動詞とソフ

ィア(知恵とか知)という名詞の合

成語です。ですから哲学とは「知

恵や知を愛すること」「愛知」と

いう意味です。何か難しい哲学理

論を知っているとか、理解してい

るとか、という意味ではないので

す。人生をよりよく生きるために

知恵を愛する人、知恵深く生きる

ことを求める人は誰でも「哲学者」

なのです。思いますに、愛知県の

愛知という県名はなかなか素晴ら

しい県名ですね。

さて、本日の聖書の箇所は、破壊

の日が到来することを語ります。

１４節。

13:14「憎むべき破壊者が立って

はならない所に立つのを見たら

――読者は悟れ――そのとき、ユダ

ヤにいる人々は山に逃げなさい。

「憎むべき破壊者（to; bdevlugma th'"

ejrhmwvsew")」という表現は旧約聖書

のダニエル書〔時代設定は古代ペル

① ｖ．１４－２０ 黙示的資料 ② ｖ．２１－２３ 編集（伝承使用）

(1) 憎むべき破壊者 (1) 偽メシア、偽預言者の出現

(2) 苦難の到来 (2) しるしや不思議な業

(3) 選民に対する神の保護 (3) イエス・キリストの警告
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シャに設定されているが、紀元前２

世紀のマカバイ戦争が現実の歴史的

文脈です。〕および旧約聖書続編の第

１マカバイ記に出てくる表現です（ダ

ニ9:27, 11:31, 12:11; Ⅰマカ1:

54）。つまり紀元前１６７年から始ま

るマカバイ戦争の文脈で出てくる

言葉なのです。当時イスラエルを

支配していたシリア(セレウコス

朝シリア)の皇帝アンティオコス

４世は、ユダヤ民族に対してユダ

ヤ的宗教や生活習慣を捨てて、ヘ

レニズム的(ギリシア的)な習慣に

従って生活するように勅令を下し

ます。ダニエル書１１章３１節。

彼(アンティオコス４世)は軍隊を

派遣して、砦すなわち聖所(エル

サレム神殿)を汚し、日ごとの供

え物を廃止し、憎むべき破壊者〔新

共同訳「憎むべき荒廃をもたらす者」

to; bdevlugma th'" ejrhmwvsew" を 立て

る。

アンティオコス４世のこの政策に

よって、エルサレム神殿は「憎む

べき破壊者」を拝む神殿にされて

しまうのです。もう1箇所。第１

マカバイ記の１章５４－５９節。

1:54 第百四十五年、キスレウの

月の十五日には、王(アンティオ

コス４世)は祭壇の上に「憎むべ

き破壊者」を立てた。人々は周囲

のユダの町々に異教の祭壇を築

き、1:55 家々の戸口や大路で香

をたき、1:56 律法の巻物を見つ

けてはこれを引き裂いて火にくべ

た。1:57 契約の書を隠している

ことが発覚した者、律法に適った

生活をしている者は、王の裁きに

より処刑された。1:58 悪人たち

は毎月、町々でイスラエル人を見

つけては彼らに暴行を加えた。 1

:59 そして月の二十五日には主の

祭壇上にしつらえた異教の祭壇で

いけにえを献げた。

「憎むべき破壊者」とは――想像が

ついているかもしれませんが――ギ

リシアの神ゼウスの像をさしている

のです。エルサレム神殿はゼウス

の神殿にされてしまうのです。

では新約聖書

に出てくる「憎

むべき破壊者」

もゼウス像のこ

となのでしょう

か。もちろん違います。この時代に

「立ってはならない所に立つ」「憎

むべき破壊者」とは、誰を、あるい

は何を、指して言われているのでし

ょうか。いくつかの意見があります

が、ふつう歴史的文脈はユダヤ戦争
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を想定します。そして、この「憎む

べき破壊者」はローマ軍をさして

いると考えられています。具体的

には、ユダヤ戦争時のローマ軍司

令官ウェシパシアヌスあるいはそ

れを引き継いだ息子のティトス将

軍ないしローマ兵一般が考えられ

ます。いずれにせよ軍事的騒乱を

背景に神に選ばれた者以外は「立

ってはならない」聖所を蹂躙する

者たちのことです。「読者は悟れ」

という奇妙な読者への直接的な呼

びかけが挿入されて、起るべき事

態への切迫感や緊急性が増大して

います。

マルコは続けて、その日が壮絶

な破壊の日、未曾有の苦難の日で

あると語ります。１５－２０節。

13:15 屋上にいる者は下に降りて

はならない。家にある物を何か取

り出そうとして中に入ってはなら

ない。13:16 畑にいる者は、上着

を取りに帰ってはならない。13:1

7 それらの日には、身重の女と乳

飲み子を持つ女は不幸だ。13:18

このことが冬に起こらないよう

に、祈りなさい。13:19 それらの

日には、神が天地を造られた創造

の初めから今までなく、今後も決

してないほどの苦難が来るからで

ある。13:20 主がその期間を縮め

てくださらなければ、だれ一人救

われない。しかし、主は御自分の

ものとして選んだ人たちのため

に、その期間を縮めてくださった

のである。

ユダヤ戦争は西暦の６６年に始ま

り、西暦７０年のエルサレム陥落

にまで至ります。その発端は、当

時のユダヤ総督であったフロルス

がエルサレムのインフラを整備す

るための資金として神殿の宝物を

持ち出したことに始まります。こ

のためにカエサリアで暴動が起

き、カイサリアのユダヤ人が殺害

されます。これに続いてエルサレ

ムで過激派による暴動が起こりま

す。ユダヤ側の指導者は、シモン

･バル･ギオラ（Simon Bar-Giora）、
ギ ス カ ラ の ヨ ハ ネ （ John of
Gischala）、エレアザル･ベン･シ

モン（Eleazar ben Simon）。フロ

ルスはシリア属州の総督に援軍を

要請します。

シリア総督が

軍団を率いて

鎮圧に向かい

ますが。反乱

軍の前に敗走

してしまいま
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す。そのためローマ皇帝ネロは将

軍ウェスパシアヌスと三個軍団を

派兵します。ウェスパシアヌスは

息子のティトスと共に周辺都市を

各個撃破し、エルサレムの孤立化

に成功します。しかし６８年４月

ローマで政変が起こり、６月に皇

帝ネロが自殺します。ウェスパシ

ア ヌ ス は ロ

ー マ に と っ

て 返 し 、 ユ

ダ ヤ 戦 争 は

一 旦 、 戦 線

膠 着 状 態 に

入 り ま す 。

６ ９ 年 １ ２

月にローマ皇帝として覇権を掌握

したウェスパシアヌスは、息子テ

ィトゥスをエルサレム攻略に向か

わせます。そして７０年、エルサ

レム神殿はユダヤ暦第６月８日、

９日、１０日と火を放たれて炎上

し、そしてエルサレムは陥落しま

す。

避難勧告がなされます。１４節。「そ

のとき、ユダヤにいる人々は山に

逃げなさい」(v.14)。戦乱はユダヤ

地方全体に及ぶことが予想されてい

ます。「屋上にいる者は下に降り

てはならない。家にある物を何か

取り出そうとして中に入ってはな

らない。13:16 畑にいる者は、上

着を取りに帰ってはならない。」

「屋上にいる者」「畑にいる者」と

いう表現は、いつもと同じように「屋

上で」仕事をしているとき、「畑

で」仕事をしているときに――苦

難のと到来を予想だにすることもな

いときに、逆をつくように――不

意に事態が急変する可能性を示し

ています。事態は緊迫の度合いを

増しているのです。緊急の事態に

備える心づもりを指示します。ま

た、時期についても最悪の時期に

起こらないように祈るようにと指

示されています。１７－１８節。

「13:17 それらの日には、身重の

女と乳飲み子を持つ女は不幸だ。

13:18 このことが冬に起こらない

ように、祈りなさい。」妊娠中で

あっても、乳飲み子を抱えている

場合でも、母親には避難が困難に

なります。冬もまたしかりです。

ユダヤの人々が経験する苦難の規

ローマ軍のエルサレム攻略経路
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模は、過去にも未来にもないほど

の未曾有のものになると言われて

います。「神が天地を造られた創

造の初めから今までなく、今後も

決してないほどの苦難が来る」(v.

19)。その苦難が余りにも苛烈な

ので、「主がその期間を縮めてく

ださらなければ、だれ一人救われ

ない」と言われています(v.19. C

f.第１エノク書80:2、第２バルク

書20:1-2, 83:1,6）。

そんな苦難の時に、現れる偽キ

リストや偽預言者は、信徒の群に

とって、大きな危険となることは

必定です。２１－２３節。

13:21 そのとき、『見よ、ここに

メシア(キリスト)がいる』『見よ、

あそこだ』と言う者がいても、信

じてはならない。13:22 偽メシア

(キリスト)や偽預言者が現れて、

しるしや不思議な業を行い、でき

れば、選ばれた人たちを惑わそう

とするからである。13:23 だから、

あなたがたは気をつけていなさ

い。一切の事を前もって言ってお

く。」

未曾有の苦難に喘ぐキリスト者の

前に偽キリスト(メシア)、偽預言

者が出現します。真理と偽り、正

と邪を混乱させ、まどわすものが

出現するのです。しかもその偽キ

リスト(メシア)、偽預言者は「し

るしや不思議な業」(shmei'a kai;

tevrata)を行うと言われています。

しるしや不思議な業は受難の民の

信仰を惑わすのです。真偽と正邪

を見分けることができるでしょう

か。十字架のキリストとは対照的

な宗教的パーフォーマンスがキリ

スト者を惑わします。

空中浮遊を売り物にしていたオ

ウム真理教の教祖・麻原彰晃に

『キリスト宣言』(1992)という本

があります。１９９２年、彼は自

分こそがキリストであると宣言し

ました。渋谷の駅前で、街宣車の

上から集まった聴衆に向かって、

彼がキリストを

宣言する姿を、

わたしは見まし

た。また、幸福

の科学の教祖・

大川隆法は以前

から様々な神々

JUDEA CAPTA （ユダヤ戦争、戦勝記念硬貨） 左はウェシパシアヌス
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や歴史上の偉人

たちとチャネリ

ング(交信)がで

きることを売り

物にしている人

ですが、最近キ

リストと交信し

た内容が『キリ

ストに聞く「同性婚問題」性と愛

を巡って』という書名で２０１３

年に、『キリストの幸福論』とい

う書名で２０１４年に刊行されて

います。偽キリストや偽預言者の

問題は古代だけの問題ではないの

です。

偽キリストや偽預言者の特徴は

何でしょうか。その最大の特徴は、

十字架に神を見ることができない

ことです。十字架によって成し遂

げられた救い、十字架の示す真理

は、表面的にアピールする力では

なく人間の本質に迫る力だからで

す。マルコ１５章３９節のローマ

兵、百人隊長が見たものは、処刑

されて悶絶して果てた一人の男で

した。

15:39 百人隊長がイエスの方を向

いて、そばに立っていた。そして、

イエスがこのように息を引き取ら

れたのを見て、「本当に、この人

は神の子だった」と言った。

「十字架におけるイエスの死は、

すべてのキリスト教神学の中心で

ある」と、今日の指導的神学者の

ひとりであるユルゲン・モルトマン

は語っています。

ここにこそ神が見

える（見るべき

だ）というので

す。「これが神で

あり、神はこの

ような方なので

ある。神が最も偉大なのはこの［イ

エスの］へりくだりにおいてであり、

神が最も栄光に満ちているのは［イ

エスの］この自己放棄における以

外にはない。神が最も強いのは［イ

エスの］この無力さにおいてであり、

神が最も神的なのは［イエスの］

この人間性においてである」（ J.
Moltmann, Der gekreuzige Gott,
1972, S.190. 邦訳『十字架につけ
られた神』277-79, 修正加筆･挽地）。

ユルゲン・モルトマン
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パウロは言いました。Ⅰコリント

１章１８－２５節。

1:18 十字架の言葉は、滅んでい

く者にとっては愚かなものです

が、わたしたち救われる者には神

の力です。1:19 それは、こう書

いてあるからです。「わたしは知

恵ある者の知恵を滅ぼし、／賢い

者の賢さを意味のないものにす

る。」1:20 知恵のある人はどこに

いる。学者はどこにいる。この世

の論客はどこにいる。神は世の知

恵を愚かなものにされたではない

か。1:21 世は自分の知恵で神を

知ることができませんでした。そ

れは神の知恵にかなっています。

そこで神は、宣教という愚かな手

段によって信じる者を救おうと、

お考えになったのです。1:22 ユ

ダヤ人はしるしを求め、ギリシア

人は知恵を探しますが、1:23 わ

たしたちは、十字架につけられた

キリストを宣べ伝えています。す

なわち、ユダヤ人にはつまずかせ

るもの、異邦人には愚かなもので

すが、1:24 ユダヤ人であろうが

ギリシア人であろうが、召された

者には、神の力、神の知恵である

キリストを宣べ伝えているので

す。1:25 神の愚かさは人よりも

賢く、神の弱さは人よりも強いか

らです。

終末的混乱の中で信頼すべきも

のは、キリストの言葉です。主イ

エスは言われます。「一切の事を

前もって言っておく」(v.23)。か

つて主イエスによって語られ、今

も聖霊を通して語られる「み言葉」

が頼りです。信仰を惑わし、また

信仰者を迫害する者は必ず現れま

す。わたしたちは

そのとき主が語ら

れたことの信実を

知るのです。

黒澤明監督の作

品に「生きる」と

いう映画がありま

す。人生の終末に目覚めた男〔市

役所の市民課長〕の生き方を描い

た作品です。主人公は市役所で市

民課長を務める渡辺勘治。彼は、

かつて持っていた仕事への熱情を

忘れ去り、毎日書類の山を相手に

黙々と判子を押すだけの無気力な
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日々を送っていました。ある日、

その渡辺は体調不良のため休暇を

取り、医師の診察を受けます。医

師から軽い胃潰瘍だと告げられた

渡辺は、実際には胃癌にかかって

いると悟り、余命いくばくもない

ことに衝撃を受けます。不意に訪

れた死への不安などから、これま

での自分の人生の意味を見失った

渡辺は、市役所を無断欠勤し、こ

れまで貯めた金をおろして夜の街

をさまよいます。そんな中、飲み

屋で偶然知り合った小説家(伊藤

雄之介)の案内でパチンコやダン

スホール、ストリップショーなど、

律儀に生きてきた役人人生を自嘲

するかのように、一時的な放蕩に

身を委ねます。しかし、一時の放

蕩も虚しさだけが残り、事情を知

らない家族にはだんだん白い目で

見られるようになっていきます。

その(放蕩の日の)翌日、渡辺は

市役所を辞めて玩具会社の工場作

業員に転職していようとしていた

部下の小田切とよが、退職のため

に課長の判子が必要だというので

訪問してきます。その後、何度か

食事をともにし、一緒に時間を過

ごすうちに渡

辺は若い彼女

の自由な生き

方、その生命

力に惹かれま

す。自分が胃癌であることを渡辺

がとよに伝えると、とよは動揺し

ながらも、自分が工場で作ってい

る玩具を見せて「こんなものでも

つくっていると、日本中の子ども

と仲良しになった気持ちになる

わ。課長さんも何か作ってみたら」

と言います。その言葉が渡辺に光

を投げかけます。心を動かされた

渡辺は「まだできることがある」

と気づき、次の日市役所に復帰し

ます。

それから5か月が経ち、渡辺は

死にます。渡辺の通夜の席で、同

僚たちが、役所に復帰したあとの

渡辺の様子を語り始めます。渡辺

は復帰後、頭の固い役所の幹部ら

を相手に粘り強く働きかけ、ヤク

ザ者からの脅迫にも屈せず、つい

に住民の要望だった児童公園を完
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成させ、雪の降る夜、完成した公

園のブランコに揺られて息を引き

取ったのでした。同僚たちは、役

所というのは組織全体で動いてい

るのであって、児童公園の建設は

役人一人のスタンドプレーで到底

できるようなものではなく、その

功績は、役所という組織の上層部

である助役や土木部長や公園課長

などのものであると、渡辺の努力

をそっちのけでごますり合戦を繰

り広げます。そこに新公園の周辺

に住む住民が焼香に訪れ、雨の日

も風の日も公園の完成に向けて働

き続けた渡辺の遺影に泣いて感謝

をささげます。

いたたまれなくなった助役など

幹部たちが退出すると、市役所の

同僚たちは実は常日頃から感じて

いた「お役所仕事」への本音を吐

き出します。「役所では理想を描

いても何もできない。役所では何

もしないこと以外は、すべて過激

行為なんだから」などと語り、そ

れに比べて渡辺さんはすごい、口

々に渡辺の功績をたたえ始め、こ

れまでの自分たちが行なってきた

やり方の批判を始めます。そして

渡辺さんのあの底力は、どこから

出てきたのだろう、という話に進

展していきます。

この映画には、「ゴンドラの唄」

(吉井勇作詞、中山晋平作曲)とい

う歌が使われています。ご存知の

方も多いと思いますが、一応歌詞

をお知らせしておきます。一番と

四番が使われています。

壱．命短し 恋せよ乙女

紅き唇 褪せぬ間に

赤き血潮の 冷えぬ間に

明日の月日の 無ひものを

…

四．命短し 恋せよ乙女

黒髪の色 褪せぬ間に

心の炎 消えぬ間に

今日は再び 来ぬものを

「ゴンドラの唄」1915年（大正4年）
に発表された歌謡曲。吉井勇作詞、
中山晋平作曲。芸術座（島村抱月ら
結成）第5回公演『その前夜』の劇
中歌として生まれ、松井須磨子らが
歌唱、大正時代の日本で流行した。
中山によれば、母の死の直後、悲し
みに暮れる帰りの汽車の中で「『ゴ
ンドラの唄』の歌詞が語りかけて」
きて、「汽車の揺れとともに、自然
と旋律がわいてきた」のだという。

黒澤監督は、これを渡辺が一時の

放蕩で気を紛らせようとして、三

文小説家に連れられて行ったダン

スホールの猥雑な場面に配置しま
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す 。も う一 度

は 、渡 辺が 、

静 かに 息を 引

き取っていく、

雪 の夜 の児 童

公 園で ブラ ン

コ を揺 らす 場

面 に配 置し ま

す 。ど ちら も

渡 辺の 口を 通

して歌われるのですが、その歌の

響きは、白と黒のような明らかな

コントラストを描き出します。児

童公園の場面では、まるで聖歌の

ように聞こえます。

この映画で黒澤監督が主人公の

渡辺にキリストの姿を重ねて描く

場面があります。三文小説家(文

士)〔伊藤雄之介が中々いい。フ

ロックコートを羽織った姿はどこ

となく太宰治をイメージさせる〕

に誘われて一時的な放蕩に乗り出

した二人が訪れたバーで、この三

文文士が酔っぱらってバーのママ

にこう言います。「この人は胃ガ

ンという十字架を負ったキリスト

だ」、「エッケ・ホモ(ecce homo)

この人を見よだ。」

主人公は自分が末期癌であるこ

とを知ることによって、自分の人

生の終りに目覚めます。終末論を

個人化したといってもいいかもし

れません。彼は人生は「終わらな

い」という幻想から脱却したので

す。そのために、彼に残された時

間の生き方が変わったのです。児

童公園を作ることに命をかけた彼

の人生の最終航路の辿った跡、そ

の航跡は、死んで児童公園として、

子どもたちの笑顔として、同僚た

ちの記憶の中に生き続けるので

す。ここでは死が、終わりが、真

に生きるための重要な契機として

捉え直されます。終わりから「今」

を生きる。あるいは終わるものと

して、今を生きる、ということな

のです。終わりの時を生きる、と

いう事を考えるとき、いつもペト

ロの手紙一の言葉を忘れないよう

にしましょう。４章７－１１節。

7万物の終わりが迫っています。

だ か ら 、 思

慮 深 く ふ る

ま い 、 身 を

慎 ん で 、 よ

く 祈 り な さ

い。 8何よりもまず、心を込めて

愛し合いなさい。愛は多くの罪を

覆うからです。 9 不平を言わずに

もてなし合いなさい。 10あなたが
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たはそれぞれ、賜物を授かってい

るのですから、神のさまざまな恵

みの善い管理者として、その賜物

を生かして互いに仕えなさい。 11

語る者は、神の言葉を語るにふさ

わしく語りなさい。奉仕をする人

は、神がお与えになった力に応じ

て奉仕しなさい。それは、すべて

のことにおいて、イエス・キリス

トを通して、神が栄光をお受けに

なるためです。栄光と力とが、世

々限りなく神にありますように

〔アーメン。〕

与えられた新しい一週間も、主イエ

スとともに歩んでまいりましょう。

祈ります。

2019.5.26 日本基督教団千歳丘教会
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13:14 「憎むべき破壊者が立って

はならない所に立つのを見たら―

―読者は悟れ――、そのとき、ユ

ダヤにいる人々は山に逃げなさ

い。

13:15 屋上にいる者は下に降りて

はならない。家にある物を何か取

り出そうとして中に入ってはなら

ない。

13:16 畑にいる者は、上着を取り

に帰ってはならない。

13:17 それらの日には、身重の女

と乳飲み子を持つ女は不幸だ。

13:18 このことが冬に起こらない

ように、祈りなさい。

13:19 それらの日には、神が天地

を造られた創造の初めから今まで

なく、今後も決してないほどの苦

難が来るからである。

13:20 主がその期間を縮めてくだ

さらなければ、だれ一人救われな

い。しかし、主は御自分のものと

して選んだ人たちのために、その

期間を縮めてくださったのであ

る。

13:21 そのとき、『見よ、ここに

メシアがいる』『見よ、あそこだ』

と言う者がいても、信じてはなら

ない。13:22 偽メシアや偽預言者

が現れて、しるしや不思議な業を

行い、できれば、選ばれた人たち

を惑わそうとするからである。13

:23 だから、あなたがたは気をつ

けていなさい。一切の事を前もっ

て言っておく。」
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13:14 {Otan de; i[dhte to; bdevlugma th'"

ejrhmwvsew" eJsthkovta o{pou ouj dei', oJ

ajnaginwvskwn noeivtw, tovte oiJ ejn th'/

!Ioudaiva/ feugevtwsan eij" ta; o[rh,

13:15 oJ (de;) ejpi; tou' dwvmato" mh;

katabavtw mhde; eijselqavtw a\rai ti ejk

th'" oijkiva" aujtou',

13:16 kai; oJ eij" to;n ajgro;n mh;

ejpistreyavtw eij" ta; ojpivsw a\rai to;

iJmavtion aujtou'.

13:17 oujai; de; tai'" ejn gastri;

ejcouvsai" kai; tai'" qhlazouvsai" ejn

ejkeivnai" tai'" hJmevrai".

13:18 proseuvcesqe de; i{na mh; gevnhtai

ceimw'no":

13:19 e[sontai ga;r aiJ hJmevrai ejkei'nai

qli'yi" oi{a ouj gevgonen toiauvth ajp!

ajrch'" ktivsew" h}n e[ktisen oJ qeo;" e{w"

tou' nu'n kai; ouj mh; gevnhtai.

13:20 kai; eij mh; ejkolovbwsen kuvrio"

ta;" hJmevra", oujk a]n ejswvqh pa'sa

savrx: ajlla; dia; tou;" ejklektou;" ou}"

ejxelevxato ejkolovbwsen ta;" hJmevra".

13:21 kai; tovte ejavn ti" uJmi'n ei[ph/,

#Ide w|de oJ Cristov", #Ide ejkei', mh;

pisteuvete:

1 3 : 2 2 e j g e r q h v s o n t a i g a ; r

yeudovcristoi kai; yeudoprofh'tai kai;

dwvsousin shmei'a kai; tevrata pro;" to;

a jpoplana 'n, ei j dunato vn, tou ;"

ejklektouv".

13:23 uJmei'" de; blevpete: proeivrhka

uJmi'n pavnta.


